
 

６．社会インフラの長寿命・信頼性向上を目指した更新・新設に関する研究開発 

 

■ 目的 

 土木構造物は社会を支える重要な社会インフラであり、社会からの要請に応じて整備を続けてい

く必要がある。厳しい財政状況の下、社会インフラの更新・新設を着実に行うためには、これまで

の整備や維持管理等を通じて蓄積された知見を活かし、より長寿命な社会インフラを目指すことが

必要である。一方、更新・新設時点では地質・地盤の状況を完全には把握できないというリスク（不

確実性）の観点から、ライフサイクルを通じて社会インフラの信頼性を向上させる対応も考慮する

ことが必要である。本研究開発プログラムでは、より長寿命な構造物への転換、道路ネットワーク

全体のライフサイクルを通したインフラの信頼性向上を図るための技術的課題を解決することを

目的とする。 

 

■ 貢献 

 第 4 期中長期目標期間までに解明した社会インフラの破損・損傷メカニズムを設計等に反映する

とともに、従来想定していた通りの破損・損傷メカニズムに対しても破損・損傷の実態から材料や

施工等の弱点を明確にし、新たな材料・施工技術を開発することで、より長寿命な社会インフラへ

の更新・新設の実現に貢献する。また、地質・地盤に関する不確実性を考慮して、計画から管理ま

でを見通した信頼性の高い社会インフラへの更新・新設の実現に貢献する。 

 

■ 達成目標および令和７年度に得られた成果・取組の概要 

① 新たに解明した破損・損傷メカニズムに対応 

した構造物の更新・新設技術の開発 

下水道施設における防食被覆は、耐硫酸のみなら

ず、近年は耐有機酸性についても要求されている。

令和 7 年度の研究では、防食被覆の試験片をガス態

の酢酸に暴露し、その影響を調査した（図-1）。 

酢酸ガスにより、1か月間で耐有機酸性がないも

のは約 2.5 倍、耐有機酸性があるものも約 1.5 倍に

膨潤し（図-2）、現行基準で耐有機酸性を有すると

されていた防食被覆が、酢酸ガスにより著しく膨

潤・劣化する現象を確認した。本研究により、これ

まで想定されていなかったガス態の酢酸による劣

化が発生することを明らかとした。本現象を踏ま

え、令和 8年度から実暴試験を通じて詳細な劣化メ

カニズムを検証するとともに、新たな前提に基づい

た下水道施設等への防食設計手法を検討する。 

図-1 暴露試験のイメージ 

図-2 現行基準で耐有機酸性を有すると
された樹脂の酢酸ガス暴露試験
後の状況（40℃1 か月） 



② 破損・損傷の実態を考慮した、より長寿命

な構造物への更新・新設を実現する新材

料・新工法の開発 

より長寿命な土工構造物の実現に向け、対策工

の効果・特徴の把握および積雪寒冷地特有の条件

を踏まえた実物大試験施工を実施した。 

積雪寒冷地ののり面保護工として開発した「ワ

ンパック断熱ふとんかご工」の大型化を実現した

（図-3）。本工法は、平場で組立てたかごを吊上

げ設置する構造とすることで斜面作業を低減で

き、安全性および施工性の向上が期待される。実

物大試験施工により、侵食抑制、凍上・凍結抑制、

表面水・地下水処理機能を維持したまま、施工時

間 30%短縮を確認した。また、令和 7年度より積

雪寒冷地の土工構造物を対象とした対策技術お

よび安定性評価手法の提案を目的とした共同研

究を開始し、排水機能と凍結抑制機能を選択可能

な新たな複合型のり面保護工を考案した（図-4）。 

 

③ 地質・地盤リスクに適切に対応し、計画から

管理までを見通したインフラの信頼性を向

上させる技術の開発 

航空レーザー測量や写真測量等のリモートセ

ンシング技術による高精度地形情報に対応した

評価手法の確立に向け、高精度取得データに対応

した地形判読基準の検討、崩壊危険箇所の抽出及

び道路への影響の分析を実施した。 

高精度の地形情報を対象に全体の流れを体系

化した道路斜面の判読手法を国内で初めて構築

し、先行して具体的な判読結果を示した地形判読

事例集（図-5）を作成・公表した。併せて、見通

し仰角の考え方（図-6）を組み合わせることで、

道路防災上重要と考えられる判読範囲の抽出方

法案を作成（図-7）した。これらの成果は、共同

研究報告書（高精度地形データによる道路斜面の

災害危険箇所抽出のための地形判読事例集）とし

て公表し、道路防災点検講習会や国土交通大学校

の研修において成果の普及を実施した。 

  

図-3 大型化したワンパック断熱ふ
とんかご工 

図-4 新たな複合型法面保護工の概要 

図-5 地形判読事例 

図-7 見通し仰角を用いた精密な判読が
必要な範囲の図化例 

図-6 見通し仰角を用いて土砂到達範
囲を示し、道路への影響を評価 
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Abstract ：In Japan's severe financial situation, the renewal and construction of new social infrastructure 

must be more efficient. Extending the service life of future infrastructure is essential by applying the 

knowledge accumulated from the development, maintenance, and management of existing infrastructure.

 Additionally, geological and geotechnical risk management has gained attention, and it is 

important not only to achieve durability after construction but also to enhance the reliability of 

infrastructure throughout its life cycle, considering ease of management and repair in the design concept. 

 Therefore, this program sets the following goals, primarily targeting bridges, pavements, 

earthwork structures, concrete structures, and sewerage facilities. The following results were achieved 

in FY2025 to achieve these goals. 

(1) Development of technologies for renewal and new construction of structures in response to newly 

elucidated failure and damage mechanisms 

Exposure tests clarified that gaseous acetic acid causes significant swelling and degradation of protective 

coatings in sewerage facilities, including coatings previously considered resistant to organic acids. Based 

on these findings, new corrosion protection design methods will be studied. 

(2) Development of new materials and construction methods to realize renewal and new installation of 

structures with longer service life, taking the actual conditions of damage and failure into account. 

A larger-scale “One-Pack Insulated Gabion Method” for snowy and cold regions was developed to improve 

safety and construction efficiency. Full-scale tests confirmed required protection performance while 

reducing construction time by 30%. 

(3) Development of technologies improving the reliability of infrastructure in response to geological and 

geotechnical risk. 

A systematic terrain interpretation method using high-resolution remote sensing data was developed for 

road slopes in Japan. Terrain analyses also identified geomorphological features associated with slope 

failures and proposed priority areas for detailed interpretation in road disaster prevention. 

 

Keywords : Social infrastructures, Renewal and construction, High durability, Reliability 



6.1 多様なメカニズムの損傷を考慮した補強土壁の合理的な構築手法に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：施工技術チーム 

研究担当者：間渕利明、佐々木亨、菊地靖男 

 

本研究では、①の達成目標について、遠心模型実験等を実施して、以下の成果を得た。 

① 新たに解明した破損・損傷メカニズムに対応した構造物の更新・新設技術の開発 

 令和６年能登半島地震において嵩上げ盛土を有する補強

土壁で嵩上げ盛土の変形に伴う補強土壁が変状する事例が

散見されたことに対し、遠心模型実験の結果から、その変状

メカニズム及び被災要因を明らかとした。また、背面に嵩上

げ盛土を有する補強土壁において当該変状を防止するため

に、安定性照査において通常実施される内的安定（滑動、転

倒、支持）照査及び外的安定（補強土壁を通るすべり）照査

に加えて嵩上げ盛土単独での安定性照査を実施することを

提案した（論文リスト e-12、e-52、e-65）。 

 
 

キーワード：補強土壁、嵩上げ盛土、地震、安定性照査、遠心模型実験

 

6.2 舗装の損傷原因に応じた長寿命設計・更新技術に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：舗装チーム、材料資源研究グループ 

研究担当者：藪雅行、渡邉一弘、田中俊輔、 

新田弘之、百武壮、佐々木厳 

 

本研究では、①の達成目標について、舗装走行実験場や実道における試験を実施して、以下の成果を得た。  

① 新たに解明した破損・損傷メカニズムに対応した構造物の更新・新設技術の開発 

（１）舗装の構造的損傷メカニズムの把握および長寿命化技術の検討 

舗装内部への浸水による劣化機構の解明を目的として実大試験等を通じて構造的損傷の再現に成功し、損

傷過程を詳細に把握することができた（論文リスト c-4、e-6、e-11、e-38、e-44、e-45)。また、その知見を

踏まえ、新たな設計体系における舗装の所要の性能として整理し、社整審道路技術小委員会に諮った。  

（２）目地や層間の水密性を確保する手法の検討  

施工継目やひび割れ部への止水材料の性能と耐久性を実道試験施工で検証するとともに、止水材料の品質

規格提案への見通しを得た（論文リスト e-31、e-69）。 

 

 

キーワード：アスファルト舗装、国土強靭化、構造的損傷、早期劣化、止水技術

嵩上げ盛土を有する場合の 
安定性照査の概念図 



 

6.3 下水道施設における劣化対策技術の適用性評価手法に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：材料資源研究グループ 

研究担当者：阿部千雅、冨山禎仁、宮本豊尚、髙橋啓太、

島袋智尋 

 

 本研究では、①の達成目標について、室内実験を実施して、以下の成果を得た。 

① 新たに解明した破損・損傷メカニズムに対応した構造物の更新・新設技術の開発 

実験室での促進試験を通じて、現行基準で耐有機酸性を有するとされてい

た防食被覆が、酢酸ガスにより著しく膨潤・劣化する

現象を確認した（論文リスト e-57）。また、熱硬化性

の更生管については、温度変化とクリープ特性の関係

においてLarson-Miller の関係が成り立つことを明ら

かにし、長期のクリープ特性に関する新たな評価手法

案を提案した（論文リスト e-25）。 

 

 

キーワード：下水道、防食被覆、有機酸、更生管、クリープ試験

 

6.4 ３次元挙動を考慮した信頼性の高い新設橋の設計手法の開発 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：橋梁構造研究グループ 

研究担当者：片岡正次郎、平野秀一、高橋実、盛岡諒平、

日名誠太、日高誠、小原礼 

 

本研究では、②の達成目標について、鋼橋の対傾構、横構の解析精度に着目した立体簡易解析モデルのモ

デル化手法を検討し、従来簡易解析値、詳細 FEM 解析値および実測値と比較した結果、以下の成果を得た。 

② 破損・損傷の実態を考慮した、より長寿命な構造物への更新・新設を実現する新材料・新工法の開発 

 直橋単純鋼鈑桁という橋梁形式を限定した条件下で、本モデル化手

法を用いることにより従来簡易解析値と比較してより実測値および

詳細 FEM 解析値に近い結果が得られることを明らかにした。また、従

来鉛直と水平のそれぞれの荷重に対して別々の解析モデルを用いて

いるが、１つの解析モデルでこれらの荷重に対する状態を評価できる

可能性を示した（論文リスト c-7、e-26）。 

 

 

キーワード：鋼 I 桁橋、3次元挙動、立体骨組解析、床版骨組モデル

Larson-Miller パラメータ

によるクリープ破壊曲線  

酢酸ガス暴露 
試験後の試験片 

立体簡易解析モデルの例

床版を格子状にモデル化 

オフセット部材のモデル化に特徴



 

6.5 コンクリート構造物の表層品質向上による高耐久化に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：耐寒材料チーム 

研究担当者：三原慎弘、吉田行、山越一輝、長谷川諒 

 

 本研究では、②の達成目標について、室内試験および実構造物調査等を実施して、以下の成果を得た。 

② 破損・損傷の実態を考慮した、より長寿命な構造物への更新・新設を実現する新材料・新工法の開発 

 土木構造物の長寿命化に資する具体的な品質向上対策を提案するとともに、コンクリートの表層品質や改

善対策の効果を表層透気試験により非破壊かつ定量的に評価できることを明らかにした。また、同じ非破壊

試験である表面吸水試験では評価できる不具合の程度や検出能力が表層透気試験と異なる可能性があり、そ

の適用条件や適用範囲について整理する必要があることを示した（論文リスト a-11、c-13、f-8）。 

暑中環境下におけるコンクリート長時間運搬時のワーカビリティー確保に資するスランプ保持剤の効果を

検証し、30℃環境下でも 3 時間までワーカビリティーを確保できることを示した。また、スランプ保持剤を

添加し 90 分練り置き後に供試体を作製しても強度発現等に影響が無いことを示した（論文リスト c-14）。 

 

 

キーワード：初期欠陥、表層品質、耐久性、長時間運搬

 

6.6 融雪期に多発する土工構造物損傷の軽減技術に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：寒地地盤チーム 

研究担当者：御厩敷公平、深田愛理、山木正彦 

 

本研究では、②の達成目標について、実物大試験を実施して、以下の成果を得た。 

② 破損・損傷の実態を考慮した、より長寿命な構造物への更新・新設を実現する新材料・新工法の開発 

積雪寒冷地特有の外力条件に対応するのり面保護工として開発した「ワンパック断熱ふとんかご工」につ

いて、大型化を実現した。本工法は、平場で組み立てたかごを吊上げて設置することで、斜面上での作業を

低減でき、安全性および施工性の向上が期待される。実物大試験施工の結果、侵食抑制機能、凍上・凍結抑

制機能、表面水・地下水処理機能を維持したまま、施工時間を 30%短縮できることを確認した。また、令和 7

年度より積雪寒冷地の土工構造物を対象とした対策技術および安定性評価手法の提案に関する共同研究を開

始し、排水機能と凍結抑制機能を選択可能な新たな複合型のり面保護工を考案した。さらに、これらの工法

を含むのり面凍上対策について、対策工の要否判定および設計法を整理し、「のり面の凍上対策工法に関する

手引き(案)」として取りまとめた（論文リスト c-8）。加えて、令和 8年度には「北海道開発局 道路設計要

領」への反映を予定しており、これを契機として、北海道のみならず他の積雪寒冷地への展開を目指してい

る。 

 

 

キーワード：積雪寒冷地、凍上・凍結融解、のり面保護、実物大試験 



 

6.7 高精度取得データを駆使した道路斜面災害危険個所の客観的評価手法に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地質チーム 

研究担当者：浅井健一、梶山敦司 

 

本研究では、③の達成目標について、「高精度取得データに対応した地形判読基準の検討」、「崩壊危険箇所

の抽出及び道路への影響の分析」を実施し、以下の成果を得た。 

③ 地質・地盤リスクに適切に対応し、計画から管理までを見通したインフラの信頼性を向上させる技術の

開発 

これまで高精度の地形情報を対象とした地形判読手法の全体の流れを体系化したマニュアルなどがなかっ

たことに対し、地形判読の経験が豊富な実務者との共同研究によって、日本国内で初めて高精度の地形情報

を対象に全体の流れを体系化した道路斜面の地形判読手法を構築し、先行して具体的な判読結果を示した判

読事例集を公表した（論文リスト f-2）。また、過年度に整理した崩壊土砂の到達範囲を示す見通し仰角の考

え方を用いることにより、崩壊土砂の道路への影響が及ぶために道路防災上重要と考えられる精密な判読が

必要となる範囲の抽出方法案を作成した。 

 

 

キーワード：高精度地形データ、地形判読、道路への影響、判読範囲

 

6.8 地質・地盤の不確実性を考慮した土工構造物等の効率的な更新・新設に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地質チーム、土質・振動チーム、施工技術チーム 

研究担当者：品川俊介、矢島良紀、石原雅規、間渕利明、加藤

俊二、東拓生、梶取真一、近藤益央、須藤大智 

 

 本年度は、③の達成目標について、土工構造物等における地質・地盤リスクの評価方法に関する検討・分

析を実施して、以下の成果を得た。 

③ 地質・地盤リスクに適切に対応し、計画から管理までを見通したインフラの信頼性を向上させる技術の

開発 

 分布の不均質性が大きいため事業の初期段階での深度想定が課題であった軟弱地盤に対し、最大層厚推定

モデルや既往ボーリングの適切な活用条件などを整理し、地形場ごとに軟弱地盤の深度想定にあたっての留

意点をとりまとめたほか（論文リスト e-55）、切土施工時の崩壊に対し、対応方針・施工管理に反映するため

に、潜在すべり面の位置と傾斜、切土条件等の情報をもとにのり面崩壊の規模を定量的に評価するチャート

図を作成した（論文リスト e-8）。また、段階的施工の適用条件の明確化のため、変状のないのり面における

アンカーの残存緊張力の経年変化および岩級区分との関係を評価し、適用対象となる地盤条件の整理を行っ

た。 
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 学術誌等による成果普及 
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状態に関する実験的検討、コンクリート工学年次論文集、2025.7 
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a-12) 佐藤厚子、山木正彦：固化破砕土の締固め密度と一軸圧縮強さの関係、第 16 回環境地盤工学シンポ
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c-3) 菊地浩貴、日下敦：画像解析等を活用した山岳トンネルの地山評価に向けた切羽撮影条件、土木技術

資料、2025.4 

c-4) 田中俊輔、中尾信之、渡邉一弘：舗装内部への浸水と繰返し載荷が舗装構造の挙動に及ぼす影響につ

いて、土木技術資料、2025.6 

c-5) 横澤直人：第９回日中韓国際コンクリート舗装会議（9th BESETO2025）に出席して、土木技術資

料、2026.1 
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c-7) 澤田守、日高誠、小野健太：鋼上部構造の損傷制御に向けた立体骨組モデルによる応答評価手法の提

案、土木技術資料、2025.8 

c-8) 御厩敷公平、深田愛理、山木正彦：「のり面の凍上対策工法に関する手引き(案)」について、第 69 回

（令和 7 年度）北海道開発技術研究発表会、2026.2 

c-9) 御厩敷公平、山木正彦、佐藤厚子：積雪寒冷地におけるグラウンドアンカーの荷重計測結果と凍上

対策の実物大試験、第 66 回地盤工学会北海道支部技術報告会、2026.1 

c-10) 橋本聖、御厩敷公平、山木正彦：泥炭性軟弱地盤上の拡幅盛土による既設盛土へ及ぼす影響に関す
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発表会、2026.2 
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学会発表等その他（計 82 本） 
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斜面崩壊箇所の地形地質的特徴、日本地球惑星科学連合 2025 年大会、2025.5 
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す養生条件の影響、第 79 回セメント技術大会、2025.5 

e-6) 中尾信之、田中俊輔、渡邉一弘：舗装内部への浸水による早期劣化メカニズムの検証 ～その 2 劣

化進行過程の分析～、土木学会第 80 回年次学術講演会、2025.9 

e-7) 小泉悠、日下敦：数値解析による二重支保工の施工サイクルに関する一考察、土木学会全国大会・第

80 回年次学術講演会、2025.9 

e-8) 加藤俊二、東拓生、梶取真一、佐々木哲也：チャート図を用いた切土時の崩壊リスク評価手法の検

討、第 80 回土木学会全国大会・年次学術講演会、2025.9 

e-9) 加瀬駿介、澤田守：締付け後の期間が異なる高力ボルト摩擦接合継手のすべり強度評価、令和 7 年度
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に関する実験的検討、第 60 回地盤工学研究発表会論文予稿集、2025.7 

e-13) 茂木正晴、山口崇、中川光貴、緒方正剛：UAV 等による軟弱地盤盛土の動態観測への適用におけ

る技術課題について、令和 7 年度土木学会全国大会 第 80 回年次学術講演会、2025.9 
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れ式擁壁に与える影響 その 2、第 60 回地盤工学研究発表会論文予稿集、2025.7【優秀論文発表
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e-16) 菊地靖男、中島亮輔、佐々木亨、伊藤友哉、間渕利明：遠心模型実験による基礎地盤の沈下がもた

れ式擁壁に与える影響 その１、第 60 回地盤工学研究発表会論文予稿集、2025.7 

e-17) 長谷川貴大、近藤益央、間渕利明、酒井俊典：写真測量を用いたグラウンドアンカー頭部状態の推
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